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鉄道イノベーション ～もっと身近で便利な鉄道へ～ 曽根 悟（工学院大）

１．今の日本の鉄道

新幹線

50 年以上大事故なし／今では時代遅れの整備新幹線

元祖の故に後発に負けている点

具体的には時間短縮 在来線等との一体的サービス

大幅な選択的値下げと輸送力改善による便益性向上と増収の両立を

北海道新幹線を例に

何が時代遅れか 新函館北斗まで 4:02 → 札幌まで 4 時間以内に

遅い理由と 速くする技術

青函トンネル自体の問題も 列車火災対策  25kV 化は不要 など

都市鉄道

首都圏では世界に例のないシェアとその理由／相変わらずの大混雑

線増などの大金を投じなくても改善できることが少なくない

無駄時間の削減による所要時間短縮

直通化による駅の混雑緩和と所要時間短縮

多扉多座席車による着席率向上（通常時の全員着席化）

支払いを気にしなくて良いシステムに

近年悪化している輸送障害

京急表彰[2015 特別賞]の裏話 輸送障害多発に危機感！

どうすればよいかの例 京急 阪神 に倣えばよい

国交省統計から 判ること 判らないこと

富井規雄（千葉工大）講師からの補足

間違ったやり方の退治、必要／不要な時間調整、無駄時間の退治

国策としての世界展開

新幹線システム持ち込みの目論みはうまくゆかない？との懸念

インド高速鉄道は大切な試金石

何故なのか、無知と無理、相手の立場に立つ柔軟性が必要

国としてのバックアップは 都市鉄道分野にも必要

水間 毅（交通安全環境研）講師からの補足

海外鉄道ビジネスの実態は？ 例えば中国との関係では？

佐伯 洋（日本鉄道車輌工業会）講師からの補足

メーカの努力での海外展開

多数の成功事例と はしごを外された事例

NY 地下鉄での川重の継続的成功

最近ではイギリスでの日立の成功等

成功事例は努力して相手のニーズに合わせた結果

日本製品の高信頼性とアフターサービス

日本流を広めて評価して貰うことの必要性

まずは国内で良い手本を

Japan Rail Pass はこれに反する典型例

社会に必要な鉄道は残せるように

｢社会的に必要｣は誰がどう決めるのか

負担を減らして利便性を高めるには

信号のイノベーションで 交換駅の復活

駅の廃止よりもリクエストストップを

ここでは技術以外も大切だが

一部の３セク鉄道の健闘 観光列車も話題だが････
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２．近未来の鉄道像

利用者から見て何をすべきか

利用者の所要時間短縮

ほぼ全員の着席輸送

負担のない手続きと案内・予約

社会から見て何をすべきか

安全で時間の無駄 資源の浪費のない交通

赤字補填でなくイノベーションを奨める補助制度

鉄道事業者から見て何をすべきか

コストの低い輸送力向上と 低輸送密度線区の低コスト運営

こんなに身近で便利にできる

マイカーに近いサービス

自動車に負ける前にやるべきこと、超高頻度運行、個別的なサービス

高木 亮（工学院大）講師からの補足

安全神話から安全工学へ

いろいろあるがやはり基本は所要時間短縮 近年は逆行気味

北海道新幹線 札幌開業時には世界一の航空路を脅かす存在に

イノベーションを怠ると

巨大都市の地下鉄以外は簡単に消滅する

殆どの都市では道路さえあれば便利な時代に、それでよいのか？

道路系の進歩は無視し得ない、公共交通不要論も

今特に注目すべきは広義の『信号システム』

中村英夫（日大）講師からの補足

近年、電気関係の事故が続発 3/15 高崎線長期不通事故

持永芳文（元鉄道総研）講師からの補足

今の鉄道関係者に不足するもの

変化への対応力、安全でさえあれば････

世界の常識 の欠如 新幹線だけが････

高速鉄道保有国で中速鉄道がないのは日本だけ

自分の専門領域への安住 木を見て森を見ず

真のイノベーション

世界の常識と違うことへの正当な評価

インドに日本の新幹線をそのまま持ち込んだら

辻村 功（(株)パデコ）講師からの伝言

『技術以外』でも必要

並行在来線問題 が日本にしかない理由

Japan Rail Pass が日本流鉄道の普及を妨害

３．誤った常識

・鉄道技術は成熟技術

・鉄道輸送は大量・定型輸送

・日本の鉄道技術は世界一で海外から学ぶべきことは少ない

・日本の鉄道は世界一安全で備えも万全

４．意外な正解

・首都圏の鉄道は世界一便利で省エネ

宮武昌史（上智大）講師からの補足

・鉄道業は儲かる事業 儲けて利用者･社会に還元が活性化に

・日本は新幹線よりも都市鉄道を世界に売り込め

1960 年 Tokyo 方式の再来を

富井規雄（千葉工大）講師からの補足


